
れ
る
片
貝
ま
つ
り
の
花
火
に
出
会
い
ま
し

た
。
直
径
1.2
m
、
重
さ
約
4
0
0
kg
の
四

尺
玉
が
打
ち
揚
が
る
と
直
径
8
0
0
m
も

の
大
輪
の
花
が
広
が
り
、
そ
の
迫
力
に
心
臓

を
撃
ち
抜
か
れ
た
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
花
火
の
虜
に
な
り
、
今
で
も

年
に
10
回
は
各
地
の
花
火
大
会
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　
２
０
２
４
年
版
の
花
火
カ
レ
ン
ダ
ー
で
打

ち
揚
げ
数
全
国
５
位
で
、
紛
れ
も
な
く
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
ま
た
、
時
速
約
２
万

発
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
は
他
に
あ
り
ま
せ

　
茨
城
が
誇
る
花
火
師
「
山
﨑
煙
火
製
造
所
」、「
森
煙
火
工
場
」、「
野
村
花
火
工
業
」
の
３

社
競
演
で
行
わ
れ
る
ち
く
せ
い
花
火
大
会
。
全
編
音
楽
付
き
・
時
速
約
２
万
発
の
圧
倒
的
ス

ピ
ー
ド
感
に
加
え
、
今
年
は
筑
西
市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
て
、
尺
玉
20
連
発
や
大
人
気
ゲ
ー

ム
コ
ン
テ
ン
ツ
で
同
じ
く
20
周
年
を
迎
え
る
『
ア
イ
ド
ル
マ
ス
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
と
の
コ
ラ

ボ
な
ど
、
前
回
に
も
ま
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
ち
く
せ
い
花
火
大
会
の
魅
力
を
、
筑
西
市
で
唯
一
の
花
火
鑑
賞
士
で
あ
る
小
島

健
一
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
花
火
鑑
賞
士
は
、
花
火
の
魅
力
を

広
く
伝
え
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
の

開
催
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

花
火
大
会
運
営
側
か
ら
の
応
援
要
請
が
あ
っ

た
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
寄
付
で
資
金
調
達
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
20
歳
か
ら
趣
味
の
旅
行
で
全
国
を
回
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
旅
行
つ
い
で
に
花
火
大

会
を
訪
れ
る
中
で
、
新
潟
県
片
貝
町
で
行
わ

花
火
を
好
き
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か

花
火
鑑
賞
士
か
ら
見
て
「
ち
く
せ

い
花
火
大
会
」
は
い
か
か
で
す
か

花
火
鑑
賞
士
が
語
る

ち
く
せ
い
花
火
大
会
の
魅
力

技
術
と
迫
力
が
詰
ま
っ
た「
ち
く
せ
い
花
火
大
会
」

野村花火工業

「野村ブルー」と評される独自の青い光を発し
ながら万華鏡のように開く花火。落ち着いた
色合いが何とも言えない風情を醸し出す。

18:00 開演10/19土 道の駅グランテラス筑西
メイン会場

チケット販売について
詳しくはこちら

花
火
鑑
賞
士
の
活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

4



ん
。
花
火
が
１
時
間
に
凝
縮
さ
れ
て
打
ち
揚

げ
ら
れ
る
の
で
迫
力
は
桁
違
い
。
観
客
を
飽

き
さ
せ
な
い
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
さ
す
が

だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
茨
城
が
誇
る
実
力
派
花
火
師
の

競
演
も
ち
く
せ
い
花
火
大
会
の
魅
力
の
ひ
と

つ
で
す
。
特
に
野
村
花
火
工
業
は
、
幾
度
と

な
く
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
紛
れ
も

無
く
日
本
一
の
花
火
師
。
独
自
に
開
発
し
た

青
色
の
光
は
「
野
村
ブ
ル
ー
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
落
ち
着
い
た
色
合
い
が
何
と
も
言
え
な

い
風
情
を
醸
し
出
し
ま
す
。
そ
し
て
大
曲
、

土
浦
の
競
技
大
会
で
二
冠
達
成
や
内
閣
総
理

大
臣
賞
の
受
賞
歴
が
あ
る
山
﨑
煙
火
製
造

所
、
土
浦
の
競
技
大
会
で
中
小
企
業
庁
長
官

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
で

成
績
を
残
し
て
い
る
地
元
筑
西
市
の
森
煙
火

工
場
と
、
豪
華
な
花
火
師
が
筑
西
の
夜
空
を

彩
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
見
所
は
、
何
重
に
も
な
っ
て
外
輪
を
描
く

「
芯し

ん
い
り入
」
花
火
。
八や

え
し
ん

重
芯
か
ら
五ご

え
し
ん

重
芯
ま
で

あ
り
、
外
輪
の
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
高
度
な

技
術
が
求
め
ら
れ
る
花
火
で
す
。

　
ま
た
、
速
射
連
発
す
る
花
火
と
音
楽
が
融

合
す
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
タ
ー
マ
イ
ン
」。

音
楽
と
花
火
の
シ
ン
ク
ロ
率
を
あ
げ
る
に
は

火
薬
の
量
の
調
整
が
難
し
く
、
こ
ち
ら
も
高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
花
火
師
が
作
り
上
げ
る
世
界
観
は
芸
術
的

で
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
片
手
に
、
花
火
師
が
ど
ん
な
花
火
を
揚

げ
る
の
か
、
一
つ
一
つ
注
目
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
種
類
、
色
合
い
、
緻ち

み
つ密

さ
な
ど
、
花

火
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
き
っ
と
お
気
に

入
り
の
花
火
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
花
火
に
興
味
を
持
ち
知
識
を

深
め
る
こ
と
で
、
ち
く
せ
い
花
火
大
会
は
よ

り
一
層
輝
き
を
増
す
と
思
い
ま
す
。
ち
く
せ

い
花
火
大
会
が
全
国
に
名
だ
た
る
花
火
大
会

に
な
る
よ
う
、一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

小
お じ ま

島  健
けんいち

一 さん（泉）

日本花火鑑賞士会

昇曲導付四重芯変化菊
山﨑煙火製造所

野村花火工業

森煙火工場山﨑煙火製造所

森煙火工場

小花を開きながら上空に打ち揚がり、
最高到達地点（約 330m）に到達する
と４色の花火が菊のように開く。

趣味の旅行ついでに全国を回りな
がら、花火を鑑賞するようになる。
日本最大の大きさを誇る四尺玉の
迫力に魅せられ、本格的に花火を勉
強。花火の魅力を発信するため「花
火鑑賞士」を令和５年 12月に取得。
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